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159. 渡邉 純：腹腔鏡下大腸癌手術での高画質が導くHigh Quality手術. 7th Reduced Port Surgery Forum 2018 in Sapporo, 
ランチョン, 札幌, 2018, 8. 

160. 福岡 宏倫, 渡邉 純, 鈴木 紳祐, 諏訪 宏和, 樅山 将士, 石部 敦士, 大田 貢由, 藤井 正一, 國崎 主税, 遠藤 格：Long-term out-
comes of randomized clinical trial of single-incision versus multiport laparoscopic colectomy (SIMPL study) 7th 
Reduced Port Surgery Forum 2018 in Sapporo, 口演, 札幌, 2018, 8. 

161. 武井 将伍, 本間 祐樹, 近藤 裕樹, 齋藤 学, 大西 宙, 土屋 伸広, 藪下 泰宏, 澤田 雄, 熊本 宜文, 松山 隆生, 遠藤 格：膵神経内分
泌腫瘍、膵漿液性嚢胞腺腫、腎細胞癌が併存したvon-Hippel-Lindau病の一例. 第6回日本神経内分泌腫瘍研究会学術集会, ポス
ター, 京都, 2018, 9. 

162. 布施 匡啓, 鈴木 紳祐, 石部 敦士, 小澤 真由美, 柿添 学, 樅山 将士, 渡邉 純, 大田 貢由, 市川 靖史, 國崎 主税, 遠藤 格：大腸神
経内分泌腫瘍の臨床病理学的検討. 第6回日本神経内分泌腫瘍研究会学術集会, ポスター, 京都, 2018, 9. 
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163. 大西 宙, 澤田 雄, 松山 隆生, 酒井 淳, 佐藤 清哉, 近藤 裕樹, 齋藤 学, 武井 将伍, 土屋 伸広, 藪下 泰宏, 本間 祐樹, 熊本 宜文, 
遠藤 格：非拡張型膵・胆管合流異常に対する腹腔鏡下胆嚢摘出術の治療成績. 第41回日本膵・胆管合流異常研究会, 一般演題, 東京, 
2018, 9. 

164. 宮本 洋, 國崎 主税, 佐藤 渉, 田中 優作, 佐藤 圭, 大佛 智彦, 湯川 寛夫, 藤井 義郎, 小坂 隆司, 秋山 浩利, 遠藤 格：第弯にかか
る上部進行胃癌に対するNO.10リンパ節郭清のための脾摘の意義. 第27回消化器疾患病態治療研究会, ポスター, 高知, 2018, 9. 

165. 松山 隆生：胆道癌に対する肝膵同時切除：在院死亡・合併症発生防止のための実際. 第13回TKB in 湘南, 一般演題, 神奈川, 
2018, 9. 

166. 石部 敦士：大腸1. 日本消化器病学会関東支部第351回, 司会、座長, 東京, 2018, 9. 
167. 佐藤 清哉, 土屋 伸広, 藪下 泰宏, 村上 崇, 澤田 雄, 本間 祐樹, 熊本 宜文, 松山 隆生, 遠藤 格：出血性ショックを呈し術後早期

再発を来した膵癌の一例. 日本消化器病学会関東支部第351回, 一般演題, 東京, 2018, 9. 
168. 山根 裕則, 石部 敦士, 神田 智希, 木下 楓花, 布施 匡啓, 鈴木 紳祐, 小澤 真由美, 小坂 隆司, 秋山 浩利, 遠藤 格：直腸癌側方郭

清術後の腸閉塞に対して腸閉塞解除術と大網充填を施行した一例. 第152回神奈川県臨床外科医学会集談会, レジデントプレゼン
テーション, 神奈川, 2018, 9. 

169. 遠藤 格：パネルディスカッション2肝門部領域胆管癌に対する適切な術前ドレナージ方法と術式決定. 第54回日本胆道学会学術集
会, 司会、座長, 千葉, 2018, 9. 

170. 松山 隆生, 窪田 賢輔, 遠藤 格：術前化学療法を行う肝門部領域胆管癌における胆道ドレナージの検討. 第54回日本胆道学会学術集
会, パネルディスカッション, 千葉, 2018, 9. 

171. 澤田 雄, 松山 隆生, 熊本 宜文, 武田 和永, 大西 宙, 土屋 伸広, 村上 崇, 藪下 泰宏, 本間 祐樹, 山内 栄五郎, 遠藤 格：胆嚢摘出
術後の胆道狭窄に対する治療. 第54回日本胆道学会学術集会, ワークショップ, 千葉, 2018, 9. 

172. 藪下 泰宏, 遠藤 格, 熊本 宜文：当教室における肝内結石の治療成績. 第54回日本胆道学会学術集会, シンポジウム, 千葉, 2018, 9. 
173. 布施 匡啓, 小澤 真由美, 石部 敦士, 鈴木 紳祐, 福岡 宏倫理, 柿添 学, 樅山 将士, 渡邉 純, 大田 貢由, 市川 靖史, 國崎 主税, 遠

藤 格：腹腔鏡下直腸切断術後の傍ストーマヘルニアと鑑別を要した5㎜ポートサイトヘルニア. 第850回外科集談会, 一般演題, 東
京, 2018, 9. 

174. 渡邉 純：最新の大腸癌に対する低侵襲手術治療. アービタックス発売10周年記念講演会 in 東北, 講演, 仙台, 2018, 9. 
175. 渡邉 純：近赤外光観察を用いた腹腔鏡下大腸癌手術. 第9回川崎大腸癌化学療法セミナー, 講演, 川崎, 2018, 9. 
176. 渡邉 純：ビデオで見る各疾患別チーフが示す現在の横浜市大消化器・腫瘍外科の到達点⑦大腸. 第20回横浜サージカルビデオフォー

ラム LOOK ＆ LEARN, 講演, 横浜, 2018, 9. 
177. 福岡 宏倫：laparoscopic anterior resection 第1回ビデオクリニック Gateway to become professionals, 口演, 神奈川, 

2018, 9. 
178. 遠藤 格：膵癌周術期支持療法の必要性と方策. 第13回膵癌術前治療研究会, コメンテーター, 九州, 2018, 10. 
179. 本間 祐樹, 松山 隆生, 土屋 伸広, 藪下 泰宏, 澤田 雄, 熊本 宜文, 遠藤 格：教室における膵癌術前化学放射線療法. 第13回膵癌術

前治療研究会, 要望演題, 九州, 2018, 10. 
180. 土屋 伸広, 松山 隆生, 大西 宙, 村上 崇, 藪下 泰宏, 澤田 雄, 本間 祐樹, 森 隆太郎, 熊本 宜文, 遠藤 格：Unresectable膵癌に

対する長期化学放射線療法後切除例の検討. 第13回膵癌術前治療研究会, 要望演題, 九州, 2018, 10. 
181. 久保 博一, 澤田 雄, 熊本 宜文, 大西 宙, 土屋 伸広, 村上 崇, 藪下 泰宏, 本間 祐樹, 松山 隆生, 秋山 浩利, 遠藤 格：大腸癌肝転

移に対する術前化学療法施行後の肝切除例の検討. 第56回日本癌治療学会学術集会, 一般演題, 神奈川, 2018, 10. 
182. 遠藤 格：初診時切除不能膵癌に対するConversion Surgery. 第56回日本癌治療学会学術集会, 司会、座長, 神奈川, 2018, 10. 
183. 小坂 隆司, 秋山 浩利, 宮本 洋, 佐藤 圭, 佐藤 渉, 田中 優作, 國崎 主税, 遠藤 格：cT4食道癌化学放射線療法後部分奏功（PR）

例に対するサルベージ手術の意義について. 第56回日本癌治療学会学術集会, ポスター, 神奈川, 2018, 10. 
184. 矢澤 慶一, 中村 史雄, 佐藤 渉, 廣島 幸彦, 加藤 生真, 五嶋 良郎, 遠藤 格：CRMP4は膵上皮腫瘍性病変（PanIN）の進行を促進

させる. 第23回日本外科病理学会学術集会, シンポジウム, 神奈川, 2018, 10. 
185. 池田 孝秀, 矢澤 慶一, 渥美 陽介, 渡邉 純, 虫明 寛行, 湯川 寛夫, 藤井 義郎, 國崎 主税, 大谷 方子, 稲山 嘉明, 遠藤 格：術後病

理検査より肝粘液性嚢胞腫瘍と診断した1例. 第23回日本外科病理学会学術集会, シンポジウム, 神奈川, 2018, 10. 
186. 千田 圭悟, 國崎 主税, 佐藤 渉, 田中 優作, 佐藤 圭, 宮本 洋, 平澤 欣吾, 大佛 智彦, 藤井 義郎, 小坂 隆司, 秋山 浩利, 遠藤 格：

胃癌ESD後非治癒切除症例におけるeCura systemの妥協性の検討. 第23回日本外科病理学会学術集会, シンポジウム, 神奈川, 
2018, 10. 

187. 村上 崇, 松山 隆生, 本間 祐樹, 田 鍾寛, 三宅 謙太郎, 松木 裕輝, 土屋 伸広, 藪下 泰宏, 澤田 雄, 熊本 宜文, 遠藤 格：放射線化
学療法後の膵癌局所免疫が予後に与える影響. 第23回日本外科病理学会学術集会, シンポジウム, 神奈川, 2018, 10. 

188. 藪下 泰宏, 松山 隆生, 土屋 伸広, 村上 崇, 澤田 雄, 本間 祐樹, 熊本 宜文, 藤井 義郎, 遠藤 格：切除不能膵癌に対するConver-
sion surgery. 第56回日本癌治療学会学術集会, 一般口演, 神奈川, 2018, 10. 

189. 池田 孝秀, 虫明 寛行, 千田 圭悟, 福岡 宏倫, 浅利 昌大, 渡辺 卓央, 柿添 学, 諏訪 宏和, 樅山 将士, 石部 敦士, 渡邉 純, 湯川 寛
夫, 大田 正貢, 國崎 主税, 遠藤 格：StageⅣ大腸がんにおける原発巣の左側・右側の違いによる予後の検討. 第56回日本癌治療学
会学術集会, 一般口演, 神奈川, 2018,10. 

190. 千田 圭悟, 渡邉 純, 池田 孝秀, 福岡 宏倫, 浅利 昌大, 渡辺 卓央, 柿添 学, 諏訪 宏和, 樅山 将士, 石部 敦士, 虫明 寛行, 湯川 寛
夫, 大田 貢由, 國崎 主税, 遠藤 格：NET G1/G2 の外科的切除基準の妥協性に関する臨床病理学的検討. 第56回日本癌治療学会
学術集会, ポスター, 神奈川, 2018, 10. 

191. 柿添 学, 渡邉 純, 池田 孝秀, 千田 圭悟, 福岡 宏倫, 浅利 昌大, 渡辺 卓央, 諏訪 宏和, 樅山 将士, 石部 敦士, 虫明 寛行, 湯川 寛
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夫, 大田 貢由, 國崎 主税, 遠藤 格：切除不能・進行再発大腸癌に対するAfliber-cept+FOLFIRI療法の治療成績. 第56回日本癌治療
学会学術集会, ポスター, 神奈川, 2018, 10. 

192. 鈴木 紳祐, 石部 敦士, 小澤 真由美, 福岡 宏倫, 柿添 学, 樅山 将士, 渡邉 純, 大田 貢由, 市川 靖史, 國崎 主税, 遠藤 格：stage 
Ⅱ大腸癌における腫瘍局在と予後との相関. 第56回日本癌治療学会学術集会, 一般演題, 神奈川, 2018, 10. 

193. 渡邉 純：最新の近赤外光を用いた腹腔鏡下大腸癌手術. 第25回近畿内視鏡下大腸手術手技研究会－腹腔鏡下大腸がん手術の最前線
－, 講演, 神戸, 2018, 10. 

194. 渡邉 純：最新の大腸癌に対する低侵襲手術治療. Cancer-Seminar in 久喜, 講演, 久喜, 2018, 10. 
195. 渡邉 純：最新の大腸癌に対する低侵襲手術治療. 第6回大腸がん治療カンファレンス, 講演, 浜松, 2018, 10. 
196. 渡邉 純：Embryologyに基づく腹腔鏡下手術. 第14回次世代の消化管内視鏡手術セミナー, 講演, 鹿児島, 2018, 10. 
197. 渡邉 純：最新の大腸癌に対する低侵襲手術治療. CRC Oncology Seminar In Shinjuku, 講演, 新宿, 2018, 10. 
198. 渡邉 純：Fundamental Use of Surgical Energy in Yokosuka ～今まで知らなかった、エネルギーデバイスに関する 安全で効

果的な使用法～. Fundamental Use of Surgical Energy in Yokosuka, 講演, 横須賀, 2018, 10. 
199. 渡邉 純：蛍光観察が切り開く腹腔鏡下大腸癌手術の新展開～蛍光観察を用いた腹腔鏡下結腸右半切除術～リンパ流/血流評価. 

OLYMPUS Laparoscopic Video Forum, 講演, 東京, 2018, 10. 
200. 渡邉 純：最新の近赤外光を用いた腹腔鏡下大腸癌手術 real-time indocyanine green fluorescence imaging. Colorectal 

Can-cer Conference (CRCC)－北摂－,  講演, 北摂, 2018, 10. 
201. 渡邉 純：技術認定医取得のPOINT ＆ 大腸癌における2次化学療法について. Lillyインターネット講演会, 講演, 横浜, 2018, 10. 
202. 渡邉 純：最新の大腸癌に対する低侵襲手術治療. 2nd Expert discussion on metastatic colorectal cancer in KITASATO, 

講演, 相模原, 2018, 10. 
203. 遠藤 格：大腸癌肝転移 限界への挑戦（What the limit? Tackling liver metastasis of colorectal cancer. 第26回日本消化器

関連学会週間, 司会、座長, 兵庫, 2018, 11. 
204. 石部 敦士, 樅山 将士, 諏訪 雄亮, 中川 和也, 小澤 真由美, 渡邉 純, 熊本 宜文, 松山 隆生, 大田 貢由, 秋山 浩利, 遠藤 格：ロ

ボット支援下直腸癌手術の導入と短期成績. 第26回日本消化器関連学会週間, ポスター, 兵庫, 2018, 11. 
205. 渡邉 純：めざましセミナー 朝から伝授 超簡単！直腸癌手術のコツ. 第26回日本消化器関連学会週間, ランチョン, 兵庫, 2018, 

11. 
206. 渡邉 純, 遠藤 格：taTME施行時のIRIS（Infrared Illumination System）を用いた尿道の可視化. 第26回日本消化器関連学会週

間, ワークショップ, 兵庫, 2018, 11. 
207. 澤田 雄, 熊本 宜文, 豊田 純哉, 大矢 浩貴, 中崎 佑介, 佐原 康太, 田中 淑恵, 松木 裕輝, 荒木 謙太郎, 土屋 伸広, 村上 崇, 藪下

泰宏, 松山 隆生, 遠藤 格：右側肝円索を伴う大腸癌肝転移患者に対し、肝左葉切除・中肝静脈合併切除再建を施行した1例. 第26回
日本消化器関連学会週間, ポスター, 兵庫, 2018, 11. 

208. 中川 和也, 渡邉 純, 諏訪 雄亮, 渡部 顕, 柿添 学, 諏訪 宏和, 樅山 将士, 石部 敦士, 渡辺 一輝, 山岸 茂, 上向 伸幸, 森岡 大介, 
神谷 紀之, 長谷川 誠司, 亀田 久仁郎, 望月 康久, 大田 貢由, 市川 靖史, 國崎 主税, 遠藤 格：進行下部直腸癌に対する術後補助化
学療法の成績. 第26回日本消化器関連学会週間, ポスター, 兵庫, 2018, 11. 

209. 鳥谷 建一郎, 渡邉 純, 諏訪 雄亮, 中川 和也, 渡部 顕, 柿添 学, 諏訪 宏和, 石部 敦士, 渡辺 一輝, 山岸 茂, 上向 伸幸, 森岡 大
介, 神谷 紀之, 長谷川 誠司, 亀田 久仁郎, 望月 康久, 大田 貢由, 市川 靖史, 國崎 主税, 遠藤 格：進行下部直腸がんにおける縫合
不全発症例の長期予後の検討. 第26回日本消化器関連学会週間, ポスター, 兵庫, 2018, 11. 

210. 石部 敦士, 渡邉 純, 鈴木 紳祐, 諏訪 雄亮, 福岡 宏倫, 柿添 学, 諏訪 宏和, 小澤 真由美, 樅山 将士, 大田 貢由, 國崎 主税, 遠藤 
格：長期成績からみた進行下部直腸癌に対する側方郭清の位置づけ. 第73回大腸肛門病学会学術集会, シンポジウム, 東京, 2018, 
11. 

211. 渡邉 純, 石部 敦士, 福岡 宏倫, 浅利 昌大, 鈴木 紳祐, 渡辺 卓央, 柿添 学, 諏訪 宏和, 樅山 将士, 虫明 寛行, 湯川 寛夫, 大田 貢
由, 國崎 主税, 遠藤 格：自律神経をランドマークとしたtaTMEの手術手技. 第73回大腸肛門病学会学術集会, シンポジウム, 東京, 
2018, 11. 

212. 渡邉 純：エキスパートからの提言！ 結腸・直腸癌の最新腹腔鏡手術 Embryological planeに基づいたLaparoscopic Complete 
Mesocolic Excision. 第73回大腸肛門病学会学術集会, ランチョン, 東京, 2018, 11. 

213. 樅山 将士, 石部 敦士, 大田 貢由, 鈴木 紳祐, 小澤 真由美, 諏訪 宏和, 渡邉 純, 市川 靖史, 遠藤 格：進行大腸癌における腹腔鏡
下大腸切除の検討 開腹手術との長期成績の比較. 第73回大腸肛門病学会学術集会, シンポジウム, 東京, 2018, 11. 

214. 鈴木 紳祐, 石部 敦士, 小澤 真由美, 福岡 宏倫, 柿添 学, 樅山 将士, 渡邉 純, 大田 貢由, 市川 靖史, 國崎 主税, 遠藤 格：stage 
Ⅱ大腸癌における郭清リンパ節個数と予後に関する検討. 第73回大腸肛門病学会学術集会, 要望演題, 東京, 2018, 11. 

215. 柿添 学, 渡邉 純, 池田 孝秀, 千田 圭悟, 福岡 宏倫, 浅利 昌大, 渡辺 卓央, 諏訪 宏和, 樅山 将士, 石部 敦士, 虫明 寛行, 湯川 寛
夫, 大田 貢由, 國崎 主税, 遠藤 格：進行下部直腸癌におけるMRIを用いたCRM予測距離の検討. 第73回大腸肛門病学会学術集会, 
ポスター, 東京, 2018, 11. 

216. 鳥谷 建一郎, 渡邉 純, 千田 圭悟, 福岡 宏倫, 浅利 昌大, 柿添 学, 諏訪 宏和, 樅山 将士, 石部 敦士, 虫明 寛行, 湯川 寛夫, 大田
貢由, 遠藤 格：DTS症例における肛門側切離長に関する検討. 第73回大腸肛門病学会学術集会, ポスター, 東京, 2018, 11. 

217. 池田 孝秀, 福岡 宏倫, 千田 圭悟, 浅利 昌大, 渡辺 卓央, 柿添 学, 諏訪 宏和, 樅山 将士, 石部 敦士, 渡邉 純, 虫明 寛行, 湯川 寛
夫, 大田 貢由, 國崎 主税, 遠藤 格：坐骨直腸窩に発生したsolitary fibrous tumorの1例. 第73回大腸肛門病学会学術集会, ポス
ター, 東京, 2018, 11. 

218. 千田 圭悟, 渡邉 純, 池田 孝秀, 福岡 宏倫, 浅利 昌大, 渡辺 卓央, 柿崎 学, 諏訪 宏和, 樅山 将士, 石部 敦士, 虫明 寛行, 湯川 寛
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夫, 大田 貢由, 國崎 主税, 遠藤 格：NET G1/G2 の外科的切除基準の妥協性に関する臨床病理学的検討. 第73回大腸肛門病学会
学術集会, パネルディスカッション, 東京, 2018, 11. 

219. 福岡 宏倫, 渡邉 純, 池田 孝秀, 千田 圭悟, 浅利 昌大, 渡辺 卓央, 柿添 学, 諏訪 宏和, 樅山 将士, 石部 敦士, 虫明 寛行, 湯川 寛
夫, 大田 貢由, 國崎 主税, 遠藤 格：当科における超高齢者に対する腹腔鏡手術成績の検討. 第73回大腸肛門病学会学術集会, 要望
演題, 東京, 2018, 11. 

220. 佐藤 圭, 國崎 主税, 佐藤 渉, 田中 優作, 宮本 洋, 小坂 隆司, 大佛 智彦, 湯川 寛夫, 秋山 浩利, 遠藤 格：進行胃癌に対する腹腔
鏡下胃切除の安全性に関する検討. 第48回胃外科・術後障害研究会, 要望演題, 石川, 2018, 11 

221. 田中 優作, 國崎 主税, 佐藤 渉, 佐藤 圭, 宮本 洋, 湯川 寛夫, 藤井 義郎, 小坂 隆司, 秋山 浩利, 遠藤 格：進行胃癌に対する術前
補助化学療法NACの意義. 第48回胃外科・術後障害研究会, 一般演題, 石川, 2018, 11 

222. 遠藤 格：日本肝胆膵外科学会としての国際共同研究推進の取り組み. 第80回日本臨床外科学会総会, 特別演題, 東京, 2018, 11. 
223. 遠藤 格：特別発言 進行胆嚢癌の術式選択と治療成績：いかにして根治を得るか. 第80回日本臨床外科学会総会, 司会、座長, 東

京, 2018, 11. 
224. 松山 隆生, 藪下 泰宏, 村上 崇, 土屋 伸広, 澤田 雄, 本間 祐樹, 熊本 宜文, 遠藤 格：局所進行胆嚢癌に対する治療戦略. 第80回

日本臨床外科学会総会, シンポジウム, 東京, 2018, 11. 
225. 松山 隆生：胆嚢：良性1. 第80回日本臨床外科学会総会, 司会、座長, 東京, 2018, 11. 
226. 小坂 隆司, 秋山 浩利, 佐藤 渉, 田中 優作, 佐藤 圭, 宮本 洋, 國崎 主税, 遠藤 格：P1胃癌症例に対するConversion Surgeryの

治療成績. 第80回日本臨床外科学会総会, 一般口演, 東京, 2018, 11. 
227. 渡邉 純, 石部 敦士, 千田 圭悟、福岡 宏倫, 浅利 昌大, 鈴木 紳祐, 渡辺 卓央, 柿添 学, 諏訪 宏和, 樅山 将士, 虫明 寛行, 大田 

貢由, 國崎 主税, 遠藤 格：超音波凝固切開装置を用いた腹腔鏡下側方郭清の手術手技. 第80回日本臨床外科学会総会, シンポジウ
ム, 東京, 2018, 11. 

228. 佐藤 圭, 國崎主税, 村上剛之, 渡邊勇人, 佐藤 渉, 田中優作, 宮本 洋, 小坂隆司, 大佛智彦, 湯川寛夫, 藤井義郎, 秋山浩利, 遠藤
格：進行再発胃癌に対する消化管ステント留置症例の検討. 第80回日本臨床外科学会総会, 要望演題, 東京, 2018,11. 

229. 藪下 泰宏, 松山 隆生, 土屋 伸広, 村上 崇, 澤田 雄, 本間 祐樹, 熊本 宜文, 藤井 義郎, 遠藤 格：広範囲胆管癌に対する肝膵同時
切除術の治療成績. 第80回日本臨床外科学会総会, シンポジウム, 東京, 2018, 11. 

230. 田中 優作, 國崎 主税, 佐藤 渉, 佐藤 圭, 宮本 洋, 大佛 智彦, 湯川 寛夫, 小坂 隆司, 秋山 浩利, 遠藤 格：術前DCS療法を施行し
た進行胃癌症例における末梢血好中球リンパ球数比（NLR）の意義. 第80回日本臨床外科学会総会, 一般口演, 東京, 2018, 11. 

231. 土屋 伸広, 松山 隆生, 大西 宙, 村上 崇, 藪下 泰宏, 澤田 雄, 本間 祐樹, 森 隆太郎, 熊本 宜文, 遠藤 格：局所進行切除不能膵癌
に対する化学放射線療法後切除例の検討. 第80回日本臨床外科学会総会, ワークショップ, 東京, 2018, 11. 

232. 宮本 洋, 國崎 主税, 佐藤 渉, 田中 優作, 佐藤 圭, 大佛 智彦, 湯川 寛夫, 藤井 義郎, 小坂 隆司, 秋山 浩利, 遠藤 格：大弯にかか
る上部進行胃癌に対するNO.10リンパ節郭清のための脾合併切除の意義. 第80回日本臨床外科学会総会, ポスター, 東京, 2018, 11. 

233. 大西 宙, 澤田 雄, 佐藤 清哉, 酒井 淳, 近藤 裕樹, 齋藤 学, 武井 将伍, 土屋 伸広, 藪下 泰宏, 本間 祐樹, 熊本 宜文, 松山 隆生, 
遠藤 格：大腸癌肝転移に対する術前化学療法施行後の肝切除例の安全性と予後の評価. 第80回日本臨床外科学会総会, ワークショッ
プ, 東京, 2018, 11. 

234. 柿添 学, 渡邉 純, 池田 孝秀, 千田 圭悟, 福岡 宏倫, 浅利 昌大, 渡辺 卓央, 諏訪 宏和, 樅山 将士, 石部 敦士, 虫明 寛行, 湯川 寛
夫, 大田 貢由, 國崎 主税, 遠藤 格：直腸膣瘻根治術の治療成績. 第80回日本臨床外科学会総会, パネルディスカッション, 東京, 
2018, 11. 

235. 村上 剛之, 國崎 主税, 佐藤 渉, 田中 優作, 佐藤 圭, 宮本 洋, 大佛 智彦, 湯川 寛夫, 藤井 義郎, 小坂 隆司, 秋山 浩利, 遠藤 格：
胃癌患者の予後規定因子. 第80回日本臨床外科学会総会, 要望演題, 東京, 2018, 11. 

236. 池田 孝秀, 渡邉 純, 千田 圭悟, 福岡 宏倫, 浅利 昌大, 渡辺 卓央, 柿添 学, 諏訪 宏和, 樅山 将士, 石部 敦士, 虫明 寛行, 湯川 寛
夫, 大田 貢由, 國崎 主税, 遠藤 格：一時的回腸人工肛門の合併症と安全性の検討. 第80回日本臨床外科学会総会, パネルディス
カッション, 東京, 2018, 11. 

237. 酒井 淳, 本間 祐樹, 佐藤 清哉, 近藤 裕樹, 齋藤 学, 武井 将伍, 大西 宙, 土屋 伸広, 藪下 泰宏, 澤田 雄, 熊本 宜文, 松山 隆生, 
遠藤 格：当院におけるIPMNに対する局所切除の手術手技と短期成績の検討. 第80回日本臨床外科学会総会, 一般口演, 東京, 
2018, 11. 

238. 布施 匡啓, 小坂 隆司, 宮本 洋, 佐藤 渉, 田中 優作, 佐藤 圭, 秋山 浩利, 國崎 主税, 遠藤 格：噴門側胃切除後の再建方法の検討.
第80回日本臨床外科学会総会, ポスター, 東京, 2018, 11. 

239. 堀内 真樹, 藤井 義郎, 渥美 陽介, 村川 正明, 矢澤 慶一, 田中 邦哉, 國崎 主税, 秋山 浩利, 遠藤 格：大腸癌肝転移に対し3か月を
要してALPPS手術を完遂した1例. 第80回日本臨床外科学会総会, 一般口演, 東京, 2018, 11. 

240. 近藤 裕樹, 藪下 泰宏, 酒井 淳, 佐藤 清哉, 斎藤 学, 武井 将伍, 大西 宙, 土屋 伸広, 村上 崇, 澤田 雄, 本間 祐樹, 熊本 宜文, 松
山 隆生, 遠藤 格：BR-A膵癌に対する術前放射線化学療法施行例の治療成績と安全性. 第80回日本臨床外科学会総会, パネルディス
カッション, 東京, 2018, 11. 

241. 齋藤 学, 本間 祐樹, 松山 隆生, 酒井 淳, 佐藤 清哉, 近藤 裕樹, 武井 将伍, 大西 宙, 土屋 伸広, 村上 崇, 藪下 泰宏, 澤田 雄, 熊
本 宜文, 遠藤 格：胆管癌手術における膵胃吻合の安全性と有用性. 第80回日本臨床外科学会総会, 特別演題, 東京, 2018, 11. 

242. 武井 将伍, 藪下 泰宏, 酒井 淳, 佐藤 清哉, 近藤 裕樹, 齋藤 学, 大西 宙, 土屋 伸広, 村上 崇, 澤田 雄, 本間 祐樹, 熊本 宜文, 松
山 隆生, 遠藤 格：リスクを伴う肛門部胆管癌症例に対する残肝容量確保を目的とした縮小手術の実際. 第80回日本臨床外科学会総
会, シンポジウム, 東京, 2018, 11. 

243. 千田 圭悟, 渡邉 純, 池田 孝秀, 福岡 宏倫, 浅利 昌大, 渡辺 卓央, 柿添 学, 諏訪 宏和, 樅山 将士, 石部 敦士, 虫明 寛行, 湯川 寛
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夫, 大田 貢由, 國崎 主税, 遠藤 格：直腸DTS吻合における近赤外光観察を用いた吻合部口側腸管血流評価. 第80回日本臨床外科学
会総会, パネルディスカッション, 東京, 2018, 11. 

244. 福岡 宏倫, 渡邉 純, 池田 孝秀, 千田 圭悟, 浅利 昌大, 渡辺 卓央, 柿添 学, 諏訪 宏和, 樅山 将士, 石部 敦士, 虫明 寛行, 湯川 寛
夫, 大田 貢由, 國崎 主税, 遠藤 格：左側横行結腸癌に対する腹腔鏡下complete mesocolic excisionの手術手技. 第80回日本臨
床外科学会総会, パネルディスカッション, 東京, 2018, 11. 

245. 渡邉 純：直腸癌に対する腹腔鏡手術～TMEからtaLPLNDまで～. 第2回大腸癌化学療法講演会, 講演, 相模大野, 2018, 11. 
246. 渡邉 純：最新の大腸癌に対する低侵襲手術治療 直腸癌に対する腹腔鏡手術～TMEからtaLPLNDまで～. Fukuoka Colorectal 

Cancer Meeting, 講演, 福岡, 2018, 11. 
247. 渡邉 純：S状結腸切除術. 横浜市立大学消化器・腫瘍外科学METHOD, 講演, 東京, 2018, 11. 
248. 渡邉 純：taTME. 横浜市立大学消化器・腫瘍外科学METHOD, 講演, 東京, 2018, 11. 
249. 渡邉 純：Laparoscopic Colorectal Surgery ～リンパ流評価がもたらす至適リンパ節郭清～. 諏訪大腸癌治療セミナー, 講演, 諏

訪, 2018, 11. 
250. 渡邉 純：最新の近赤外光を用いた腹腔鏡下大腸癌手術 real-time indocyanine green fluorescence imaging. Colorectal 

Cencer Conference, 講演, 広島, 2018, 11. 
251. 井上 栞, 成井 一隆, 島 秀栄, 木村 万里子, 田辺 美樹子, 鈴木 千穂, 足立 祥子, 山田 顕光, 菅江 貞亨, 市川 靖史, 遠藤 格：右乳

房に発生した隆起性皮膚線維肉腫の1例. 第15回日本乳癌学会関東地方会, 口演, 埼玉, 2018, 12 
252. 小林 侑華子, 菅江 貞亨, 浜之上 はるか, 成井 一隆, 梅田 茂明, 山中 正二, 遠藤 格：乳癌を契機に診断されたLi-Fraumeni症候群

の一例. 第15回日本乳癌学会関東地方会, 口演, 埼玉, 2018, 12 
253. 遠藤 格：急性胆嚢炎の手術のタイミングと成績. 第31回日本内視鏡外科学会総会, 司会, 福岡, 2018, 12. 
254. 木下 颯花, 鈴木 紳祐, 石部 敦士, 大田 貢由, 諏訪 雄亮, 福岡 宏倫, 柿添 学, 小澤 真由美, 諏訪 宏和, 渡邉 純, 樅山 将士, 秋山

浩利, 遠藤 格：低肺機能直腸癌症例に対して, 脊髄くも膜下および硬膜外麻酔下にtaTEM併用ハルトマン手術を施行した1例. 第31
回日本内視鏡外科学会総会, ポスター, 福岡, 2018, 12. 

255. 堀内 真樹, 渡邉 純, 村上 剛史, 福岡 宏倫, 浅利 昌大, 渡辺 卓央, 柿添 学, 虫明 寛行, 湯川 寛夫, 國崎 主税, 遠藤 格：DAPT療
法下に緊急手術を施行した魚骨による上部消化管穿孔の一例. 日本消化器病学会関東支部第352回例会, 一般口演, 東京, 2018, 12. 

256. 齋藤 学, 土屋 伸広, 酒井 淳, 佐藤 清哉, 近藤 裕樹, 武井 将伍, 大西 宙, 村上 崇, 藪下 泰宏, 澤田 雄, 本間 祐樹, 熊本 宜文, 松
山 隆生, 遠藤 格：総胆管に発生した混合型腺神経内分泌癌の1例. 日本消化器病学会関東支部第352回例会, 特別演題, 東京, 
2018, 12. 

257. 木下 颯花, 神田 智希, 布施 匡啓, 鈴木 紳祐, 小澤 真由美, 石部 敦士, 秋山 浩利, 遠藤 格：子宮広間膜裂孔ヘルニアによる絞扼性
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